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　「
討
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
実
践

　

北
海
道
奈
井
江
町
は
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
同
町
を
ふ

く
む
七
市
町
の
合
併
に
関
し
て
住
民
の
意
思
を
問
う
た
め

住
民
投
票
を
実
施
し
た
。
こ
の
住
民
投
票
で
は
、
二
〇
歳

以
上
の
成
人
の
み
な
ら
ず
、
一
八
歳
（
高
校
卒
年
齢
）
以

上
の
住
民
を
く
わ
え
て
一
般
投
票
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

「
参
考
投
票
」
と
し
て
、
一
〇
歳(

小
学
五
年)

以
上
の

子
ど
も
住
民
に
つ
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
子
ど
も
投
票
」

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
投
票
は
全
国
で
初
め

て
の
試
み
で
あ
る
。

　

住
民
投
票
は
、
合
併
協
議
会
へ
の
参
加
の
是
非
を
住
民

に
問
う
た
も
の
で
、
合
併
協
議
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
て
協
議
に
加
わ
っ
た
場
合
、
協
議
の
進
行
過
程
で
離

脱
す
る
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
他
市
町
村
に
迷
惑
を
か
け

る
の
で
、事
前
に
住
民
の
意
思
を
問
う
た
ほ
う
が
よ
い
と
、

北
良
治
町
長
と
議
会
が
判
断
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
住
民
投
票
は
合
併
協
議
会
へ
の
参
加
の

是
非
を
問
う
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
実
質
は
、
合
併
の
是

非
を
問
う
住
民
投
票
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

投
票
率
は
一
般
投
票
で
七
三
％
、
子
ど
も
投
票
で
は

八
七
％
。
合
併
反
対
が
一
般
投
票
で
は
七
四
％
（
賛
成

二
六
％
）、
子
ど
も
投
票
で
は
八
四
％
（
賛
成
一
六
％
）

で
反
対
が
賛
成
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。
こ
の
結
果
、「
合

併
問
題
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
」
で
「
住
民
投
票
の
結

果
を
尊
重
す
る
も
の
と
す
る
」
と
し
て
い
た
町
は
、
合
併

協
議
会
に
参
加
せ
ず
、自
立
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

住
民
投
票
の
一
年
前
、
町
は
全
世
帯
を
対
象
に
意
向
調

査
を
行
っ
た
（
三
一
一
一
世
帯
の
七
八
％
が
回
答
）。
合

併
対
象
市
町
、
合
併
賛
否
の
理
由
の
選
択
も
ふ
く
め
た
調

査
で
、
賛
否
の
回
答
は
、
賛
成
三
〇
％
、
反
対
四
六
％
、

わ
か
ら
な
い
二
三
％
で
あ
っ
た
。
町
は
こ
の
調
査
で
二
割

を
超
え
る
世
帯
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
こ
と
を

重
視
し
、
合
併
問
題
の
結
論
を
だ
す
た
め
に
は
、
よ
り
多

く
の
住
民
が
主
体
的
か
つ
確
信
を
も
っ
て
判
断
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
環
境
の
整
備
を
痛
感
し
た
。

　

こ
う
し
て
町
は
情
報
の
作
成
・
公
開
と
住
民
討
論
を
精

力
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
財
政
状
況
を
ふ
く
む

町
の
現
状
分
析
、
合
併
に
関
す
る
国
・
道
の
考
え
の
紹
介
、

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
想
定
な
ど
を
掲
載
し

た
情
報
紙
「
ど
う
な
る
？
ど
う
す
る
？
市
町
村
合
併
」
を

八
回
発
行
し
て
全
戸
に
配
布
し
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
住
民

と
の
懇
談
会
が
、
町
内
各
所
、
各
団
体
、
小
・
中
・
高
の

各
学
校
で
頻
繁
に
開
か
れ
、
ど
の
会
場
で
も
熱
い
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

　

住
民
投
票
は
そ
う
し
た
過
程
を
経
て
実
施
さ
れ
た
。
意

向
調
査
と
住
民
投
票
の
結
果
を
比
較
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も

合
併
反
対
が
賛
成
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
一
年
の
時
間
を

は
さ
ん
だ
民
意
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
る
。
一
度
か
ぎ
り

の
形
式
的
な
住
民
参
加
で
は
な
く
、適
切
な
情
報
の
作
成
・

公
開
を
前
提
に
討
議
を
重
ね
て
よ
り
確
か
な
民
意
を
導
き

出
す
「
討
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
希
少
な
実
例
と
し
て
、

こ
の
民
意
の
形
成
は
、
後
年
、
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
子
ど
も
の
権
利
条
例
と
子
ど
も
投
票

　

奈
井
江
町
は
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
全
国
で
二
番
目
に

早
く「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
」を
制
定
し
た(

最

初
は
川
崎
市
が
二
〇
〇
〇
年
に
制
定)

。
こ
の
条
例
は
、

子
ど
も
の
「
生
き
る
権
利
」「
育
つ
権
利
」「
守
ら
れ
る
権

利
」「
参
加
す
る
権
利
」
の
保
障
を
内
容
に
し
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
「
参
加
す
る
権
利
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

に
規
定
し
て
い
る
。

第
９
条　

子
ど
も
は
、自
ら
社
会
に
参
加
す
る
た
め
に
、

主
と
し
て
次
の
こ
と
が
保
障
さ
れ
る
。

⑴　

自
己
表
現
や
意
見
の
表
明
が
で
き
、
そ
れ
が
尊

重
さ
れ
る
こ
と
。

⑵　

仲
間
を
つ
く
り
、
仲
間
と
集
う
こ
と
。

⑶　

社
会
に
参
画
し
、
意
見
を
生
か
さ
れ
る
機
会
が

あ
る
こ
と
。

⑷　

社
会
参
加
に
際
し
て
、
適
切
な
支
援
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
。

　

合
併
に
関
す
る
子
ど
も
投
票
は
、
こ
の
子
ど
も
の
権
利

の
保
障
を
実
行
に
移
し
た
も
の
だ
が
、
発
端
は
、
条
例
の

趣
旨
を
体
現
し
て
行
わ
れ
た
子
ど
も
た
ち
（
小
・
中
・
高
）

の
「
町
長
と
語
る
会
」
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

自
身
が
「
合
併
問
題
」
を
選
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。
町
長

と
議
会
は
こ
れ
を
重
く
受
け
と
め
、「
町
の
将
来
の
あ
り

　

神　

原　
　
　

勝

奈
井
江
町
―
子
ど
も
の
権
利
条
例
と
子
ど
も
投
票

戦
後
自
治
の
あ
ゆ
み
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方
を
決
め
る
重
要
問
題
だ
か
ら
こ
そ
、
未
来
の
大
人
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
も
考
え
て
ほ
し
い
」
と
、
子
ど
も
投
票
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

町
長
の
指
示
を
受
け
て
、
職
員
は
子
ど
も
た
ち
の
理
解

を
深
め
る
た
め
に
、
地
方
分
権
、
少
子
高
齢
化
、
税
・
財

政
な
ど
に
つ
い
て
、
小
・
中
・
高
生
別
に
噛
み
砕
い
た
説

明
資
料
を
作
成
し
、
五
年
生
以
上
の
児
童
生
徒
に
配
布
し

た
。
小
学
校
で
の
「
語
る
会
」
で
、
学
習
し
た
子
ど
も
た

ち
は
町
長
を
質
問
攻
め
に
し
た
。
合
併
し
た
ら
「
町
の

名
前
は
ど
う
な
る
の
か
」「
体
育
館
な
ど
の
施
設
の
将
来

は
？
」「
お
年
寄
り
を
大
切
に
す
る
奈
井
江
町
の
特
色
は

な
く
な
ら
な
い
か
」「
子
ど
も
の
権
利
条
例
は
ど
う
な
る

の
か
」
等
々
。

　

住
民
投
票
条
例
は
、「
子
ど
も
投
票
」
に
関
し
て
も
「
町

長
は
、
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
住
民
投
票
と
は
別
に
、
子

ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
の
趣
旨
に
則
り
、
…
…
子
ど

も
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
し
、
別
に
定

め
た
「
奈
井
江
町
合
併
問
題
に
関
す
る
子
ど
も
投
票
実
施

要
綱
」
で
も
、
投
票
資
格
者
、
投
票
期
日
、
投
票
方
式
、

投
票
所
、
不
在
者
投
票
、
情
報
の
提
供
、
投
票
結
果
の
告

示
な
ど
、
大
人
の
投
票
と
ほ
ぼ
同
一
項
目
の
実
施
要
領
を

定
め
て
、
真
摯
に
子
ど
も
投
票
に
向
き
合
っ
た
。

　

中
学
校
の
あ
る
ク
ラ
ス
で
は
、
配
布
さ
れ
た
資
料
を
も

と
に
家
族
で
合
併
問
題
を
議
論
し
、
そ
の
う
え
で
親
と
子

に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
学
校
の
協
力
と
あ
い
ま
っ
て
、
合
併
問
題
は
子
ど
も

た
ち
に
深
く
浸
透
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
大
人
の
関
心

を
高
め
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
住
民
投
票
に
お
い
て
、

町
が
も
っ
と
も
心
配
し
た
の
は
投
票
率
の
ゆ
く
え
で
あ
っ

た
が
、
子
ど
も
投
票
が
大
人
の
投
票
率
を
い
っ
そ
う
引
き

上
げ
た
と
、
関
係
者
は
一
致
し
た
見
方
を
し
て
い
る
。

　

投
票
後
、
学
校
長
は
次
の
よ
う
に
子
ど
も
投
票
を
評
価

し
て
い
る
。「
子
ど
も
投
票
は
、
未
来
の
奈
井
江
町
を
ど

う
し
た
ら
良
い
の
か
を
子
ど
も
た
ち
問
う
と
い
う
こ
と
に

加
え
、
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
精
神
を
生
か
し
て
、
明
確

な
自
己
決
定
の
機
会
を
与
え
た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の

人
格
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
」（
久
保
光
人
・

町
立
江
南
小
学
校
長
「
学
校
便
り
」
二
〇
〇
三
年
一
〇
月

三
〇
日
）。

　
洗
練
さ
れ
た
自
治
体
運
営
の
帰
結

　

住
民
投
票
後
の
二
〇
〇
五
年
、
奈
井
江
町
は
町
政
運
営

の
最
高
規
範
と
な
る
自
治
基
本
条
例
を
制
定
し
た
。
北
海

道
内
で
は
全
国
初
の
ニ
セ
コ
町
に
次
い
で
二
番
目
の
制
定

で
あ
る
。
町
は
こ
の
自
治
基
本
条
例
に
町
政
の
重
要
課
題

に
関
す
る
住
民
投
票
の
実
施
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
人

権
尊
重
条
項
の
な
か
で
、「
子
ど
も
の
権
利
の
尊
重
」と「
年

齢
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
」
を
規
定
し
た
。
こ

う
し
て
子
ど
も
の
権
利
条
例
は
自
治
基
本
条
例
の
重
要
な

関
連
条
例
と
い
う
位
置
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

子
ど
も
投
票
を
ふ
く
め
て
住
民
投
票
の
実
施
と
自
治
基

本
条
例
の
制
定
は
、
小
さ
な
自
治
体
と
し
て
生
き
る
町
の

自
立
心
と
住
民
の
自
治
意
識
を
高
め
た
。

　

奈
井
江
町
は
福
祉
自
治
体
と
し
て
も
名
高
い
。
長
い
時

間
を
か
け
て
構
築
し
た
、「
病
診
連
携
」（
開
業
医
と
町
立

病
院
の
連
携
）、「
医
福
連
携
」（
医
療
と
福
祉
を
結
ぶ
か

か
り
つ
け
医
の
し
く
み
）、「
病
病
連
携
」（
一
次
医
療
の

町
立
病
院
と
二
次
医
療
の
中
核
病
院
の
連
携
）
の
三
つ
の

連
携
シ
ス
テ
ム
は
、
医
療
を
軸
に
し
た
高
度
で
包
括
的
な

福
祉
自
治
体
づ
く
り
の
核
に
な
っ
て
い
る
。

　

行
財
政
縮
小
と
人
口
減
少
の
時
代
に
お
い
て
、
小
さ
な

自
治
体
が
自
立
す
る
た
め
に
は
、
連
合
自
治
（
自
治
体
間

協
力
）
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
の
点
で
も
同
町
は
秀
で
て
い

る
。
上
記
の
連
携
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
、
同
町
が
中
心
に

な
っ
て
介
護
保
険
事
業
の
広
域
連
合
を
全
国
で
二
番
目
に

発
足
さ
せ
、
後
に
は
国
民
健
康
保
険
事
業
も
こ
れ
に
加
え

て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
に
は
同
町
を
ふ
く
む
近
隣

四
市
町
の
住
民
が
、
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
・
文
化
な
ど
の

三
六
施
設
を
同
一
条
件
で
利
用
で
き
る
協
定
を
交
わ
し
て

い
る
。

　

国
境
を
ま
た
い
だ
自
治
体
間
協
力
も
盛
ん
で
あ
る
。
町

は
一
九
九
五
年
に
北
欧
型
福
祉
国
家
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

ハ
ウ
ス
ヤ
ル
ビ
町
と
友
好
都
市
を
調
印
し
て
以
来
、
相
互

訪
問
を
続
け
て
い
る
。
交
流
の
テ
ー
マ
は
保
健
、
医
療
、

福
祉
、
教
育
、
文
化
、
産
業
、
自
治
な
ど
多
分
野
に
わ
た
り
、

小
・
中
・
高
生
、
農
・
商
工
・
障
が
い
者
団
体
な
ど
の
各

種
団
体
の
住
民
、
町
職
員
、
町
長
・
議
員
が
毎
回
一
〇
名

ほ
ど
訪
問
す
る
ほ
か
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
職
員
や

教
職
員
を
専
門
研
修
の
た
め
に
派
遣
し
て
い
る
。

　

住
民
投
票
お
よ
び
子
ど
も
投
票
は
、
こ
の
よ
う
に
洗
練

さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
と
町
政
運
営
に
お
け
る
必
然
の
帰
結

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

＜

か
ん
ば
ら　

ま
さ
る
・
北
海
道
大
学
名
誉
教
授＞

【
参
考
資
料
】
北
良
治
・
神
原
勝
「
対
談　

奈
井
江
町
の
『
合

併
』」
を
問
う
住
民
投
票
」（
北
海
道
自
治
研
究
二
〇
〇

三
年
一
一
月
号
、
関
係
資
料
を
多
数
掲
載
）、
碓
井
直

樹「
子
ど
も
が
参
加
し
て
決
め
た
将
来
」森
啓
編
著『「
市

町
村
合
併
」
の
次
は
「
道
州
制
」
か
』（
地
方
自
治
土

曜
講
座
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
公
人
の
友
社
、
二
〇
〇
六
年

所
収
）、
神
原
勝
「
地
域
医
療
と
連
合
自
治
―
奈
井
江

町
を
中
心
に
し
て
」（
北
海
道
自
治
研
究
二
〇
一
一
年

六
月
号
）


